
（３）総論①（基本方針）

循環型社会を国際的に形成していくための基本方針循環型社会を国際的に形成していくための基本方針

国内処理の原則や近接性の原則の下で、国内外の取組を進めていくための方針とし
ては、以下のような事項が考えられるのではないか。

【各国の国内処理能力の向上】

① 国内の取組の充実・強化等を通じたアジア全体での環境負荷の低減

② 適切な役割分担を踏まえた関係主体の積極的参加の促進

【適正な越境移動管理の確保】

③ 確実に環境汚染の拡大を防止するための国際システムの構築

④ 国際的な連携に基づく整合的・一体的な取組の推進

【国内外の取組の情勢への的確な対応】

⑤ 情勢の変化に応じた柔軟・的確な対応の必要
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○我が国の政策実施に当たっては、環境負荷の低減を前提に、途上国のニーズ、他の環境分野との相乗効果、国内の廃棄物・リ
サイクルシステムの維持・強化、ＷＴＯ、ＥＰＡ等の貿易政策全体の動向、希少資源の積極的な確保等を考慮し、各国と連携
して取組を進めていくことが重要。

（３）総論②（政策実施に当たっての留意事項）

途上国のニーズ途上国のニーズ

貿易政策全体
の動向

貿易政策全体
の動向

稀少資源の
積極的確保

稀少資源の
積極的確保

国内の廃棄物
・リサイクル
システムの
維持・強化

国内の廃棄物
・リサイクル
システムの
維持・強化

他の環境分野
との相乗効果

他の環境分野
との相乗効果

環境負荷の低減

（前提）

環境負荷の低減

（前提）

ワイヤー等の野焼きの状況
（出典：ＢＡＮ）

ベトナムの小規模鉛リサイクル工場

ペット to ペットリサ
イクルプラント

コピー機のリサイクル

【我が国の政策実施に当たっての留意事項】

循環型社会の推進

インジウム
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（４）循環資源の性質に応じた具体的な考慮事項

○環境汚染の防止を前提に、汚染性、資源性をベースにした循環資源の性質（有害物、無価物、有価で無害な物、中古品・再生
品等）に即し、アジア地域全体を視野に、その適正な利用・処分の仕組みを構築していくことが重要。

7

【循環資源の性質ごとの相関イメージ】

「
他
の
環
境
分
野
と
の
相
乗
効
果
」
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

○有害物（有価及び無価な物）：
有害物は環境汚染を誘発する可能性が大きいため、国
内処理が基本とすべきではないか。
一方、「アジア地域の環境負荷低減」の観点から途上
国では処理できない有害物質かつ希少性のあるものを我
が国で処理を検討していくことも必要ではないか。 また、
それは「稀少資源の確保」にもつながるのではないか。

○無価物で無害な物：
無価物は環境汚染を誘発する可能性が大きいため、国
内処理が基本とすべきではないか。
ただし、生産構造の変化等から輸出することが望まし
いものもあることから、「アジア地域の環境負荷低減」、
「稀少資源の確保」、「途上国のニーズ」の観点を踏ま
え、適正処理が担保されることを前提に、輸出を認めて
いく場合も考えられるのではないか。

○有価で無害な物：
「稀少資源の確保」や「国内の処理システムの維持・
強化」等の観点から、現状把握を高度化することが必要
ではないか。

○中古品等、循環資源と密接に関係する製品：
有害性等に着目し、汚染の拡大を防止するため、中古
偽装物品への対策を推進することが必要ではないか。
「貿易政策全体の動向」も踏まえ、再生品の貿易障壁
軽減の検討も必要ではないか。
ただし、再生品の貿易障壁軽減を打ち出した場合、中
古品等の流入による環境負荷増大のおそれや途上国の製
造業やリサイクル産業への影響などから「途上国のニー
ズ」の点ではマイナスとなるのではないか。

1,000

10,000

100,000

1,000,000 古紙
鉄くず

廃プラ

タイヤチップ

銅くず 石炭灰

廃触媒

中古パソコン＊

中古テレビ・モニタ＊
中古鉛蓄電池

廃鉛蓄電池

金属汚泥

廃電子部品

廃Ni-Cd電池

バーゼル物

有害性

トン

：輸出

：輸入

循環資源等の輸出入量（2004年）

有害無害

有価

無価

無価物

有害物

有価で
無害な物

有価で無害な物だが、
市況変動の影響で無価
物ともなる。

有害性が高い物
中古家電等は、短
期間で廃棄物とな
るほか、有害物質
が多量に含まれる。

境界部分を明確化し、それぞれの性質に応じた適切な
対応を図ることが重要



２．具体的な今後の取組

具体的な今後の取組具体的な今後の取組

「各国の処理能力の向上」、「不法輸出入の防止に向けた取組の充実」、
「国際的な移動の円滑化の検討」の３つの政策が一体となって機能する
ことが重要

○不法輸出入の防止に
向けた取組の充実

基本方針、政策実施にあたっての考慮事項（途上国のニーズ、他の環境
分野との相乗効果、貿易政策全体の動向、国内の廃棄物・リサイクルシス
テムの維持・強化、稀少資源の積極的な確保等）を踏まえつつ、具体的な
取組を実施

基本方針、政策実施にあたっての考慮事項（途上国のニーズ、他の環境
分野との相乗効果、貿易政策全体の動向、国内の廃棄物・リサイクルシス
テムの維持・強化、稀少資源の積極的な確保等）を踏まえつつ、具体的な
取組を実施

○循環資源の国際的な移動
の円滑化の検討

○途上国等の処理能力向上に向
けた制度・人材の強化・充実

8



２．具体的な今後の取組
（１）途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の強化・充実

途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の強化・充実途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の強化・充実

・政策対話の実施や計画策定の支援
・キャパシティビルディングの推進
・研究ネットワーク等の知識・技術基盤の整備
・地方自治体やNPO・NGOネットワークの活用
・他の環境分野との相乗効果の発揮
を推進する。

循環資源の国際移動の適正化に
は、各国の国内の３Ｒを推進する
ための処理能力の向上が必要では
ないか。

研究ネットワークキャパシティ
ビルディング

政策からの
フィードバック

研究成果の
政策への反映

キャパシティ
ビルディング成果
の政策への反映

政策対話

将来的に連携

国内政策 （循環型社会の形成）

Ｇ８プロセス、ＣＳＤなど
各種国際会議

有害廃棄物の不法輸出入防止
に関するアジアネットワーク

ＯＥＣＤ等国際機関

インプット
連携 協力

地
方
公
共
団
体
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

他
の
環
境
分
野
と
の

相
乗
効
果
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（１）途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の強化・充実
ア 政策対話・計画策定の支援

政策対話・計画策定の支援政策対話・計画策定の支援

（事前調査項目の例）

・廃棄物処理の状況

・廃棄物処理・リサイクルの体制

・日本との間の循環資源のマテリアルフロー

・日系リサイクラーの状況

事前調査

ＩＧＥＳを通じ、ＵＮＥＰ
アジア太平洋地域事
務所、国連地域開発
センター等と連携して
実施

（候補国）
ベトナム、インドネシア、
フィリピン、タイ、
マレーシア、中国

・法律、政策、技術面での支援

・実施体制まで見据えた意見交換
政策対話

（計画/ビジョンの例）
・廃棄物循環利用、最終処分削減等の定量目標の設定

・廃製品の回収システム、処理スキームの骨格

・計画/ビジョンの推進体制/役割分担

各国の計画/ビジョン

３Ｒ推進のための具体的なプロジェクト形成・実施
（ＪＩＣＡやＪＢＩＣ、アジア開発銀行等のスキームを利用）
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イ キャパシティビルディングの推進

キャパシティビルディングの推進キャパシティビルディングの推進

11

１．目的

主にアジア各国において、３Ｒ政策を担える中核的な人材・組織の育成

２．キャパシティビルディングの進め方

○個人を対象とした従来型の研修ではなく、３Ｒ国別計画策定や政策対話を通
じて組織を対象としたキャパシティビルディングを実施

○JICAなど各種機関における既存の技術協力や研修と連携

３．キャパシティビルディングの具体例（平成17年度）

○JICA中国循環型経済訪日研修

○南アフリカ共和国からの３Ｒに関する訪日・視察団対応



ウ 研究ネットワーク等の知識・技術基盤の整備

研究ネットワーク等の知識・技術基盤の整備研究ネットワーク等の知識・技術基盤の整備

12

１．研究ネットワークの目的

国際的な情報交換･研究等の推進により、循環型社会推進のための知識基盤･
技術基盤を構築し、各国の循環資源の適正処理の能力を向上を図る。

２．研究ネットワークの機能

○効率的な３Ｒ政策の立案と実施に必要となる科学的知見の蓄積

○国際的なネットワークによる各国の３Ｒ政策推進の基盤

○各国の３Ｒ政策を研究面から評価

３．研究ネットワークの対象

廃棄物学会等、既存のネットワークを発展的に活用していくほか、大学、公
的研究機関の研究者に加え、政策担当者や民間事業者、環境NGOも参加し、共
同研究の実施や研究成果の発表を通して、相互交流、課題の共有等を進める。



エ 地方自治体やＮＰＯ・ＮＧＯネットワークの活用

地方自治体や地方自治体やNPONPO・・NGONGOネットワークの活用ネットワークの活用
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１．目的

地方自治体、ＮＰＯ・ＮＧＯのノウハウやネットワークを活用し、アジア各
国の都市やコミュニティでの３Ｒを推進

２．地方自治体やＮＰＯ・ＮＧＯの機能

○地方自治体間のネットワークによる問題の共有や先進自治体からの情報発信

○国際ＮＰＯ・ＮＧＯと地元ＮＰＯ・ＮＧＯとのネットワークによるコミュニ
ティに近い視点からの３Ｒの推進

【地方自治体ネットワークの例】
（北九州イニシアティブネットワーク）

ＥＳＣＡＰ環境大臣会議(2000）において、北九州市の公害克服、
都市再生の経験や取組をモデルに、環境問題が深刻化するアジ
ア・太平洋地域の環境改善を着実に推進するための「クリーンな
環境のための北九州イニシアティブ」が採択され、北九州イニシ
アティブネットワークが創設された。2004年8月現在、アジア太平
洋地域18カ国60都市が参加し、テーマセミナーでの情報交換やパ
イロットプロジェクトが行われている。

【地方自治体ネットワークの例】
（北九州イニシアティブネットワーク）

ＥＳＣＡＰ環境大臣会議(2000）において、北九州市の公害克服、
都市再生の経験や取組をモデルに、環境問題が深刻化するアジ
ア・太平洋地域の環境改善を着実に推進するための「クリーンな
環境のための北九州イニシアティブ」が採択され、北九州イニシ
アティブネットワークが創設された。2004年8月現在、アジア太平
洋地域18カ国60都市が参加し、テーマセミナーでの情報交換やパ
イロットプロジェクトが行われている。

【３Ｒ活動推進フォーラム】

幅広くＮＧＯ、事業者、行政の参加を得て、我が国の循
環型社会の構築を推進する運動体として、本年１月に設立
された。関係者が連携して我が国の３Ｒを推進し、我が国
の循環型社会づくりの経験の世界への発信を行う。

【３Ｒ活動推進フォーラム】

幅広くＮＧＯ、事業者、行政の参加を得て、我が国の循
環型社会の構築を推進する運動体として、本年１月に設立
された。関係者が連携して我が国の３Ｒを推進し、我が国
の循環型社会づくりの経験の世界への発信を行う。



オ 他の環境分野との相乗効果のある取組

他の環境分野との相乗効果のある取組他の環境分野との相乗効果のある取組

地球温暖化対策等、他の環境分野とも相乗効果のある取組を推進することが重要である。
特に、不十分な技術による廃棄物の焼却等は、温暖化ガスの排出やフロン類の回収等の点で
も悪影響を及ぼす可能性がある。
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３Ｒの推進と温室効果ガス排出量の関係３Ｒの推進と温室効果ガス排出量の関係

被覆されたワイヤー等から銅等を回収するためにワ
イヤー等が野焼きされ、ＣＯ２の排出やダイオキシ
ン類等の生成が懸念されているような不十分な技術
での廃棄物処理・リサイクルの事例に対しての技術
的な支援等のプロジェクトが考えられる。



（２）国際的な違法行為の防止に向けた取組の充実

国際的な違法行為の防止に向けた取組の充実国際的な違法行為の防止に向けた取組の充実

○不法輸出入の現状を十分把握し、現状
を引き起こしている要因を分析するこ
とが必要ではないか。

○輸出入相手国（特に取引量の多いアジ
ア諸国）と協力して取組を進めていく
ことが重要ではないか。

○越境移動した循環資源等が適正に利用
・処分されていることを担保する仕組
み必要ではないか。

○我が国の廃棄物・リサイクル技術（知
的財産）の海外への違法な流出を防止
していくことが重要ではないか。

○不法輸出入の現状を十分把握し、現状
を引き起こしている要因を分析するこ
とが必要ではないか。

○輸出入相手国（特に取引量の多いアジ
ア諸国）と協力して取組を進めていく
ことが重要ではないか。

○越境移動した循環資源等が適正に利用
・処分されていることを担保する仕組
み必要ではないか。

○我が国の廃棄物・リサイクル技術（知
的財産）の海外への違法な流出を防止
していくことが重要ではないか。

○循環資源の国際移動をめぐる現状把
握・分析の高度化

○有害廃棄物不法輸出入防止アジアネッ
トワークの充実

○循環資源等のトレーサビリティの向上

○リサイクルの推進等に際しての知的財
産権侵害の防止

○循環資源の国際移動をめぐる現状把
握・分析の高度化

○有害廃棄物不法輸出入防止アジアネッ
トワークの充実

○循環資源等のトレーサビリティの向上

○リサイクルの推進等に際しての知的財
産権侵害の防止

効果的な取組の
ための基本的考え方
効果的な取組の
ための基本的考え方

取組の方向取組の方向
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循環資源の国際移動をめぐる現状把握・分析の高度化循環資源の国際移動をめぐる現状把握・分析の高度化

16

循環資源の国際移動の把握・分析の高度化を図るため、

○資源性、汚染性といった観点から把握・分析すべき循環資源については、経年的な国際移動
量、移動先を把握することも必要ではないか。

○貿易統計を活用できるよう、HSコードに中古品や循環資源のカテゴリーを設けるための世界
的な議論をリードすることも必要ではないか。

○HSコードによる中古品が各国横断的に同様の基準で分類されるよう、国際的な中古品の定義
（基準）設定をすすめてはどうか。

【ＨＳコードにより国際移動の把握が困難な循環資源の例】

•プラスチックくず

•古紙

•古繊維

•中古自動車

•中古建設機械

等

＜困難＞＜可能＞

•スラグ

•灰・鉱さい

•金属くず

•食品かす

•中古家電

•中古ＰＣ

•中古携帯電話

•中古鉛蓄電池

等

【ＨＳコード】
通常、貨物を輸出しようとする時は、税関への申告に当た

り輸出申告書に９桁の統計品目番号を記載することとなって
いる。その６桁目まではＨＳコードと呼ばれ、ＨＳ条約に基
づいて国際的に統一されており、７桁目からから９桁目まで
は国内的に細分している。

【ＨＳコード】
通常、貨物を輸出しようとする時は、税関への申告に当た

り輸出申告書に９桁の統計品目番号を記載することとなって
いる。その６桁目まではＨＳコードと呼ばれ、ＨＳ条約に基
づいて国際的に統一されており、７桁目からから９桁目まで
は国内的に細分している。

（２）国際的な違法行為の防止に向けた取組の充実
ア 循環資源の国際移動をめぐる現状把握・分析の高度化



イ 有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネットワークの充実

有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネットワークの充実有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネットワークの充実

不法輸出入を防止していくためには各国との連携が重要であり、既存のアジアネットワー
クの充実させるため、

○各国の法制度及び政策に関する情報を横断的に概観できる比較表等を作成し、情報・認識
の共有をすすめることも考えられるのではないか。

○中古品基準の明確化のためのガイドラインを作成し、その基準を活用した取組を進めてい
くことも考えられるのではないか。

【有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネットワーク】
有害廃棄物の不法輸出入防止のためには、各国のバーゼル条約実施能
力の向上及び関係国間の情報交換体制の整備が急務であるという認識か
ら、2004年12月、アジアのバーゼル条約締約国及びバーゼル条約地域セ
ンターから構成される有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネッ
トワークが発足した。

【有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネットワーク】
有害廃棄物の不法輸出入防止のためには、各国のバーゼル条約実施能
力の向上及び関係国間の情報交換体制の整備が急務であるという認識か
ら、2004年12月、アジアのバーゼル条約締約国及びバーゼル条約地域セ
ンターから構成される有害廃棄物の不法輸出入防止に関するアジアネッ
トワークが発足した。

有害廃棄物不法輸出入防止ア
ジアネットワーク 有害廃棄物不法輸出入防止アジア

ネットワークのホームページ

（http://www.env.go.jp/en/pol/as

ian_net/index.html）

第2回ワークショップ参加者

（2005年11月23日、於東京）
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ウ 循環資源等のトレーサビリティの向上

循環資源等のトレーサビリティの向上循環資源等のトレーサビリティの向上

アジア圏で、有害物質を含む循環資源等の移動、保管、リサイクル、適正処分に関する情
報を共有し、地域として管理できるシステムを構築するため、

○各国国内における廃棄物のトレーサビリティ確保のための国内制度の提案及び整備の支援
を行うことが考えられるのではないか。

○アジア諸国における循環資源等の運搬・保管、リサイクル・処分業者の情報の整備・把握、
こうした情報の国際的な共有化を行うことも考えられるのではないか。
（ＥＵＤＩＮ等を参考）

我が国では、「ＩＴ新改革戦略」において、
○2010年度までに大規模排出事業者の100％、中・小規模排
出事業者の50％のマニフェストを電子化
○2008 年度までに、国際的な資源循環の円滑化・活性化の
ために、関係各国と連携の下、ＩＴの活用により、越境移動
における廃棄物のトレーサビリティ向上のためのシステムづ
くりに本格的に着手することとしている。

我が国では、「ＩＴ新改革戦略」において、
○2010年度までに大規模排出事業者の100％、中・小規模排
出事業者の50％のマニフェストを電子化
○2008 年度までに、国際的な資源循環の円滑化・活性化の
ために、関係各国と連携の下、ＩＴの活用により、越境移動
における廃棄物のトレーサビリティ向上のためのシステムづ
くりに本格的に着手することとしている。

【EUDINにおける情報交換システムのモデル図】

出典：Project Description of EUDIN

EUでは、ベルギー、オランダ、ドイツ、
オーストリアの4カ国が、廃棄物の越境
移動・受け取り確認・リサイクル/処分
確認に関する情報を電子データとして交
換するシステムの構築をすすめている。

【情報交換システムの参考例】

EUDIN（European Data Interchange 
for Waste Notification System）
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エ リサイクルの推進に際しての知的財産権侵害の防止

リサイクルの推進に際しての知的財産権侵害の防止リサイクルの推進に際しての知的財産権侵害の防止

我が国の優れた廃棄物・リサイクル技術が海外で流出・侵害されるおそれが生じているた
め、例えば、

○アジアにおけるリサイクル業者を対象とした、リサイクル活動に関連する知的財産権侵害
の問題に対する意識啓発（国際ワークショップの開催、アジア諸国の政府とタイアップした
キャンペーンの実施等）が必要ではないか。

○アジアに進出を考えている（している）リサイクル産業・製造業を対象とした、意識啓発
（「技術流出防止指針」の周知徹底等）を推進する必要があるのではないか。
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知的財産推進計画２００５

＜総論＞

•知的財産戦略の理念

•知的財産立国実現に向け
た取組方針

•知的財産戦略2005の策定
と実施 等

＜各論＞

•知的財産の創造

•知的財産の保護

•知的財産の活用

•コンテンツを生かした文化創造国家への取組

•人材の育成と国民意識の向上

知的財産制度の強化
•特許権審査の迅速化
•柔軟な特許審査の推進
•知的財産権制度の強化
•紛争処理機能の強化
•世界特許システムの構築
•知的財産の国際的な保護
模造品・海賊版対策の強化

•営業秘密等の保護の強化
→「技術流出防止指針」の周知徹底
•知的財産権制度の構築への取組
•データベースの保護の強化
•知的財産保護強化のための制度整備
•知的財産権侵害に関る罰則の強化



（３）循環資源の国際的な移動の円滑化の検討

循環資源の輸出入の円滑化の検討

輸出輸出

背景：循環資源の需要、リサイクルコスト等の条件の違いにより、我が国ではリサイクル
困難なものが、他国においてリサイクル可能な場合があるのではないか。

適正処理の担保を前提に、再生利用目的の循環資源の輸出の円滑化を検討

背景：途上国では適正処理が困難な有害物質を含む循環資源について、我が国では高度な
処理・ 資源回収が可能な場合がある。

我が国の高度な処理技術の活用を図る観点から、循環資源の輸入の円滑化を検討

輸入輸入

我が国への受入により、国際的な３Ｒの推進、途上国における環境負荷の低減を
行うとともに、稀少資源の確保等に貢献が可能。
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３．国際的な循環型社会の形成に向けた我が国の方向性

国際的な循環型社会の形成に向けた我が国の方向性国際的な循環型社会の形成に向けた我が国の方向性
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○アジア各国を、各国の処理能力の向
上等を図りながら、地域全体で適正
な資源循環を実現していくための
パートナーと捉え、そのための取組
のパッケージを示すべきではないか。

○アジア各国を、各国の処理能力の向
上等を図りながら、地域全体で適正
な資源循環を実現していくための
パートナーと捉え、そのための取組
のパッケージを示すべきではないか。

○アジア全体として循環型社会を
形成していくため、その基本的
な方向性や共有していくべき要
素を提案してはどうか。

○アジア全体として循環型社会を
形成していくため、その基本的
な方向性や共有していくべき要
素を提案してはどうか。

○途上国等の処理能力向上に向けた制度・人材の強化・充実

○不法輸出入の防止に向けた取組の充実

○循環資源の国際的な移動の円滑化の検討

具体的な取組の推進

将来の方向性

こうしたリージョナル
ミニマムの形成には我
が国としても積極的に
貢献

・３Ｒの推進
・オープンダンピングの禁止
・野焼きの禁止
・最終処分量の減少 等




